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-カントリーウオーク全国大会

自然の中の「迷路」を探検する 気持ち

てい歩こう ーー と、カン トリーウ オーク全

国大会が10月23日、塩田平一帯で行われ

ました (塩田平を歩 く会主催)06 -10キ

ロの5コースを県外からも含めて約150人

が参加。 田んぼ道などを歩くグループや

家族連れらの姿が目立ち、それぞれに塩

田平の秋をたんのうしていました。

市民と市長の日 12月3日仕)午前 9時か ら正午ま で、市役所3階市長室で行し、ます。お気軽にど うぞ。



日
月
お
日
r
)

ロ
月

2
日

暮
ら
し

の
中
に

防
火
コーニ
Eヨ，c"、

識
を

た
っ
た
+
数
介
で
家
も
財
産
も
、
時
に
は
生
命
ま
で
も

奪
っ
て

し
ま
う

か
火
災
九
十

一
月
二
十
六
日
出
か
ら
は
、

「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
は
消
防
本
部
の
宮
川
予
防
課
長
に
火
災
予
防
の
立
場

か
ら
話
を
聞
き
、
続
い
て
各
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
消
防

団
、
婦
人
消
防
隊
、
幼
年
消
防
隊
を
紹
介
し
な
が
ら
、
火

災
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

¥消防署から/
~、/

( 

相
変
わ
ら
ず
多
い

か
う
っ
か
り
型
火
災
4

消防本部
予防課長

宮川忠男

今
年
は
、
十
月
末
ま
で
に
市
内
で

三
十
七
件
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

焼
死
者
は
二
人
も
で
て
い
ま
す
。
原

因
別
で
み
る
と
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
た

き
火
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。

ガ
ス

コ
ン
ロ
の
火
災
は
、
天
ぷ
ら

油
の
過
熱
発
火
に
よ
る
も
の
で
す
。

天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
た
時
、
電
話
や

訪
問
客
が
あ
り
、
う
っ
か
り
火
を
消

き
な
い
で
そ
の
場
を
離
れ
た
と
い
う

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

こ
の
よ
う
な

「
う
っ
か
り
型
火
災
」
が
相
変
わ
ら

ず
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
い
時
期
に
向
か
っ
て

多
発
す
る
の
が
、
た
き
火
と
石
油
ス

ト
ー
ブ
で
す
。
た
き
火
は
、
風
の
強

い
日
や
近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の
が

あ
る
時
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
で
は
、
周
囲
に
洗
濯

物
な
ど
を
干
し
た
り
、
火
を
消
き
な

い
で
灯
油
を
給
油
し
た
た
め
に
火
災

c 

に
な

っ
て

い
ま
す
。

も
し
、
火
災
を
発
見
し
た
ら
、
消

火
に
か
か
り
な
が
ら
も
大
声
で
家
族

や
近
所
へ
知
ら
せ
て
、
協
力
を
求
め

て
く
だ
さ
い
。
同
時
に
、
消
防
署

へ

の
一
一
九
番
通
報
も
お
忘
れ
な
く
。

通
報
は
「
①
火
事
で
す
、
②
火
災
現

場
の
住
所
(
目
標
物
も
)、
③
火
災
の

状
況
」
を
、
あ
わ
て
ず
に
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
消
防
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
問
、
初
期
消
火
に
努
め
る
こ
と
は

被
害
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
し
ま
す
。

と
は
い
っ
て
も
、
火
が
天
井
に
燃
え

移
っ
た
ら
危
険
で
す
の
で
、
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

東北分署前に置いである「大まとい」、同署員が火災予防の

PRにと 1か月がかりで作成しました。重さ 107kg、高さ7m
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上
田

〈喜
叫 防

団

婦
人

〈護
隊

上田市消防団のポンプ操法大会

上
田
市
消
防
団
は
、
市
の
防
災
体

制
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
お

り
、
市
民
の
財
産
と
生
命
を
守
っ
て

く
れ
る
強
い
味
方
で
す
。
現
在
、
十

七
の
分
団
が
あ
り
、
約
一
千
二
百
人

の
団
員
が
い
ま
す
。

団
員
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕

事
を
持
ち
な
が
ら
防
火
活
動
や
消
火

訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
火
災
な
ど

の
非
常
時
に
備
え
て
、
い
つ
で
も
出

動
で
き
る
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
四
月
、
市
内
二
か
所
で
発
生
し

た
山
林
火
災
に
は
、
団
員
全
員
が
出

動
し
て
、
消
火
活
動
に
大
活
躍
し
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

地震防災訓練で活躍する婦人消防隊

意
外
と
知
ら
な
い

消
火
栓
の
場
所

ん主』

団

長

郎

-
分
団
一

3
分
政

第

子

金

第
三
分
団
は
、
北
部
地
区
と
中
央

地
区
の
一
部
、
十
六
自
治
会
の
四
千

世
帯
を
四
十
人
の
団
員
で
担
当
し
て

い
ま
す
。
我
が
団
は
、
団
員
の
人
づ

く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
社
会
へ
の
奉

仕
、
自
分
自
身
の
修
練
、
団
員
の
和
」

の
三
つ
を
特
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

主
婦
な
ら
で
は
の

地
道
な
活
動
も

ん

長
さ

人
隊
子

婦
・
枝

水
隊
三

清

防

崎

岩

消

松

岩
清
水
は
、
消
防
署
か
ら
遠
距
離

に
あ
る
た
め
、
「
も
し
も
の
時
は
女
性

も
消
防
活
動
を
」
と
い
う
こ
と
で
婦

人
消
防
隊
が
発
足
し
ま
し
た
。
幸
い

に
も
、
ま
だ
火
災
は
な
い
の
で
す
が
、

日
ご
ろ
は
消
防
団
と
一
緒
に
小
型
動

力
ポ
ン
プ
で
の
放
水
訓
練
や
消
火
栓

の
確
認
な
ど
を
や
っ
て
い
ま
す
。
家

幼
年

〈護
隊

火
の
恐
ろ
し
き
を

学
ん
で
い
ま
す5 

1""; 
元気な幼年消防隊(地震防災訓練で)
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こ
の
冬
は

ス
タ
ツ

H

卜
レ
ス
て

冬
用
タ
イ
ヤ
の
買
い
換
え
を
お
考

え
の
か
だ
、
こ
の
冬
は
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
で
走
り
ま
し
ょ
う
。
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
に
よ
る
道
路
損
傷
や
粉
じ
ん
公

害
を
な
く
す
だ
め
に
開
発
さ
れ
芝
、

文
字
通
り
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
(
ス
パ
イ

ク
の
な
い
)
タ
イ
ヤ
の
こ
と
で
、
ス

パ
イ
ク
を
使
わ
ず
に
凍
結
路
に
お
け

る
走
行
性
能
を
高
め
だ
新
し
い
冬
用

タ
イ
ヤ
で
す
。

な
ぜ
氷
や
雪
の
道
を

走
れ
る
の
か

凍
結
路
で
ス
パ
イ
ク
な
し
で
大
き

な
摩
擦
力
を
得
る
に
は
、
ゴ
ム
の
接

触
性
を
良
く
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
低
温
で
も
柔
ら
か
き
を

失
わ
ず
、
常
温
で
も
従
来
と
同
様
の

硬
さ
を
保
つ
特
殊
配
合
ゴ
ム
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
雪
を
つ
か
む
大
き
な
溝
」

「
摩
擦
力
を
高
め
る
広
い
接
地
面
積
」

!
こ
の
矛
盾
す
る
原
理
を
両
方
満
た

す
た
め
、
ト
レ
ッ
ド
パ
タ
ー
ン
(
タ

イ
ヤ
の
接
地
面
の
模
様
)
を
工
夫
し

て
あ
り
ま
す
。
大
き
な
溝
で
し
っ
か

り
雪
を
つ
か
み
、
細
か
い
サ
イ
ピ
ン

グ
(
切
り
込
み
)
で
氷
を
引
っ
か
き
、

表
面
の
水
分
を
除
去
し
て
摩
擦
力
を

高
め
て
い
ま
す
(
図

1
)。

雪
や
氷
の
道
で
の

実
力
は
?

ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
ほ
と

ん
ど
の
雪
道
に
対
し
て
、
十
分
な
制

動
性
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
最
も
条
件
の
厳
し
い
凍
結
路
で

は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
よ
り
や
や
制

動
距
離
が
長
く
な
り
ま
す
(
図

2
)。

ま
た
、
登
坂
性
能
は
こ
う
配
七
%

の
滑
り
や
す
い
圧
雪
路
で
も
坂
道
発

進
が
可
能
で
す
。
こ
れ
は
、
ほ
と
ん

ど
の
一
般
国
道
の
こ
う
配
を
ク
リ
ア

で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
(
表

道
路
状
況
を
考
え

安
全
運
転

冬
の
圧
雪
路
や
凍
結
路
は
、
乾
燥

路
に
比
べ
て
四

i
八
倍
滑
り
や
す
く

な
っ
て
お
り
、
た
と
え
性
能
の
良
い

タ
イ
ヤ
を
便
っ
て
い
て
も
慎
重
な
運

転
が
必
要
で
す
。
特
に

H

急
。
の
つ

く
運
転
、
つ
ま
り
急
発
進
、
急
加
速
、

急
ブ
レ

ーキ・、
急
ハ
ン
ド
ル
は
避
け
、

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

l
i
l
i
a
-
-ー
*

ー

ー

ー

I
l
l
i-
-

市
で
は
、
十
一
月
二
十
一
日
「
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
問
題
対
策
市
民
代
表

者
会
議
」
を
聞
き
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
て
「
脱
ス
パ
イ
ク
」

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
9
)

く図 1> 

〈表 1>タイヤの違いによる登坂性能

三下妻
普通圧雪路 滑り易い庄雪路

最大登坂こう配 最大登坂こう配

スタッドレス こう配13%可
こう配7%以上

10%未満

ス/'¥イク 向上 13%可

〈図2>道路状況の違いによる制動能力(時速40km)

スタッドレス

スノTイク

(新基準品) 。

試験路面のこう配は4%(2.3
0

) 、7%(4
0

) 、10%

(5.7
0 

)、 13%(7.4
0

)の 4水準で実施した。
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健康メモ

風邪予防のために

ど企
朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
だ
。

今
年
は
異
常
気
象
と
言
わ
れ
、
夏
ガ

短
か
く
、
雨
の
目
、
ガ
と
て
も
多
か
つ

だ
で
す
ね
。
そ
の
う
え
、
い
つ
も
の

年
よ
り
早
く
冬
ガ
訪
れ
、
寒
さ
の
厳

し
い
冬
に
な
り
そ
う
で
す
。
今
回
は
、

冬
に
備
え
て
、
風
邪
予
防
の
だ
め
に

山
が
け
て
お
き
だ
い
こ
と
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

冬
の
代
表
的
な
病
気
で
あ
る
風
邪

は
、
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
起
こ
る
も

の
で
す
。
薄
着
で
長
時
間
寒
い
所
に

い
た
り
、
過
労
が
重
な
っ
て
い
る
場

合
は
要
注
意
。
症
状
は
、
く
し
ゃ
み
、

鼻
水
、
の
ど
の
痛
み
、
せ
き
、
発
熱

な
ど
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
風
邪
よ
り

も
感
染
力
が
強
く
、
一
度
に
お
お
ぜ

い
の
人
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
突
然
高
い
熱
が
出
た
り
、
腰

痛
、
筋
肉
痛
な
ど
を
起
こ
す
の
も
特

徴
。
と
き
に
は
、
下
痢
を
し
た
り
吐

い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
風
邪
に
打
ち
勝
っ
た
め

に
は
、
体
に
抵
抗
力
を
つ
け
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
し
っ
か
り
食
べ
、

じ
ゅ
う
ぶ
ん
睡
眠
を
と
り
、
適
度
な

運
動
も
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
も
点
検

風
邪
予
防
の
た
め
、
日
常
生
活
を

少
し
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
チ
ェ
ッ
ク
①
〉
偏
食
は
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

寒
い
冬
で
す
の
で
、
体
の
暖
ま
る

な
べ
物
な
ど
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
野

菜
や
肉
、
魚
な
ど
を
豊
富
に
入
れ
、

家
族
み
ん
な
で
楽
し
く
食
事
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
鼻
や
の
ど
の
粘
膜

を
強
く
す
る
ビ
タ
ミ
ン

A
や
血
行
を

よ
く
す
る
ビ
タ
ミ
ン

C
、
E
を
多
く

取
る
こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。
に
ん
じ

ん
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の
緑
黄
色
野

菜
や
み
か
ん
類
な
ど
に
は
、
ビ
タ
ミ

ン
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

〈
チ
ェ
ッ
ク
②
〉
睡
眠
は
じ
ゅ
う
ぶ

ん
取
っ
て
い
ま
す
か
。

寝
る
前
に
た
く
さ
ん
食
べ
た
り
、

コ
ー
ヒ
ー
や
濃
い
緑
茶
な
ど
を
飲
む

こ
と
は
寝
つ
き
を
悪
く
し
ま
す
。
ま

た、
-
夜
中
に
ト
イ
レ
に
起
き
な
い
た

め
に
、
食
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
寝
る

一
寒
い
と
き
は
意
識
的
に
体
を
動

一
か
し
ま
し
ょ
う
(
十
月
二
十
九

一
日
、
川
辺
町
児
童
セ
ン
タ
ー
で

一
行
わ
れ
た
体
力
測
定
)

L一 一 一ーーーーーー

ま
で
二
時
間
以
上
の
時
間
を
と
る
よ

う
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

冬
は
、
電
気
毛
布
ゃ
あ
ん
か
な
ど

を
使
っ
て
い
る
か
た
が
多
い
と
思
い

ま
す
。

一
晩
で
コ

ッ
プ
一
杯
の
汗
を
一

酬
小
規
模
企
業
共
済
な
ど

か
く
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
あ
ま
り
温
一

度

が

高

す

ぎ

る

と

、

こ

れ

以

上

に

こ

共

済

制

度

を

を

か

き

、

か

え

っ

て

風

邪

の

原

因

に

一

ご

利

用

く

だ

さ

い

な
り
ま
す
。
寝
る
前
に
暖
か
く
し
て
一

お
き
、
布
団
に
入
っ
た
ら
、
ス
イ

ツ
…
・
小
規
模
企
業
共
済

チ
を
「
弱
」
く
ら
い
に
し
て
お
く
は
一
こ
の
制
度
は
、
国
が
つ
く
っ
た
事

う
が
よ
い
で
し
ょ
っ
。

…
業
主
の
退
職
金
制
度
で
す
。
月
々
掛

〈
チ
ェ
ッ
ク
③
〉
体
を
動
か
し
て
い
一
金
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業

ま

す

か

口

一

主

が

第

一

線

を

退

い

た

と

き

な

ど

に

、

寒
い
と
き
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
…
法
律
で
定
め
ら
れ
た
共
済
金
が
支
払

が
お
っ
く
う
に
な
り
が
ち
。
意
識
し
一
わ
れ
ま
す
。

て
体
を
動
か
す
よ
う
努
力
し
た
い
も
一
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
と
な
り
、

の
で
す
。
寒
い
か
ら
と
じ
っ
と
し
て
…
節
税
を
し
な
が
ら
財
産
づ
く
り
の
お

い
る
の
で
な
く
、
軽
い
体
操
を
し
た
一
役
に
立
ち
ま
す
。

り
、
外
出
の
と
き
は
、
歩
く
こ
と
を
一
・
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済

多
く
す
る
こ
と
で
、
体
も
暖
ま
り
、
…
こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
の
連
鎖

調
子
が
よ
く
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
一
倒
産
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
国
が
つ

む
や
み
に
厚
着
を
し
な
い
こ
と
も
大
一
く
っ
た
制
度
で
す
。

切
で
す
。
厚
着
だ
と
、
か
え
っ
て
肩
…
加
入
後
六
か
月
以
上
た
っ
て
取
引

こ
り
や
腰
痛
な
ど
の
原
因
に
も
な
り
一
先
事
業
者
が
倒
産
し
、
売
掛
金
債
権

ま
す
。

…
な
ど
の
回
収
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、

ま
た
、
、
つ
が
い
を
す
る
習
慣
も
身
一
掛
金
総
額
の
十
倍
ま
で
無
担
保
・
無

に
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

一
証
人
・
無
利
子
で
共
済
金
の
貸
し
付

・
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内
…
け
が
迅
速
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

線
1
3
7
6
)

一

マ

照

会

先

上

回

商

工

会

議

所

一
(
宮
⑫
4
5
0
0
)
、
塩
田
商
工
会
(
宮

…
⑧
3
6
1
0
)
、
川
西
商
工
会

(
告
の
)

-
2
0
3
3
)
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会

一
上
田
支
所
(
宮
⑫
1
7
8
8
)
ま
た
は

…
金
融
機
関
へ
。

/o 

広報うえだ 63.11.16 【5]
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区 ヲト 全 職 種

職員全体に占め
る手当支給職員 38% 
の割合

特 支給対象職員 |
人当たり平均支 45，510円

殊
給年額

手当の種類
28 

勤 (手当数)

務 衛生作業従
事手当、公

手 代 支給額の多 園動物飼当育
従事手

表 い手当 行路死病人
当 的 取当扱作業手
( な
62 

手
年度 当 給食作業従
) σ3 多くの職員

事手当、市

名 税事当務従事

手伝 に支給され 手 、塵芥

ている手当
処理作業従

事手当

7.職員手当の状況

医ゐ 上 田 市 長 野 県 国

期末手当

(63年度支給割合) (63年度支給割合) (63年度支給割合)

期末手当勤勉手当 期末手当勤勉手当 期 末 手 当 勤 勉 手 当

月介 月介 月介 月介 月介 月介

6 月期 1.4 0.5 6 月期 1.4 0.5 6 月期 1.4 0.5 

動壁12月期 1.9 0.6 12月期 1.9 0.6 12月期 1.9 0.6 

3 月期 0.5 3 月期 0.5 3 月期 0.5 一
計 3.8 1.1 計 3.8 1.1 計 3.8 1.1 

(支給率)自己都合 勧奨・定年 (支給率)自己都合 勧奨・定年 (支給率)自己都合勧奨・定年

月介 月介 月介 月分 月分 月介

退
勤続20年 21.0 28.875 勤続20年 21.0 28.875 勤続20年 21.0 28.875 

勤続25年 33.75 44.55 勤続25年 33.75 44.55 勤続25年 33.75 44.55 

職
勤続35年 47.5 62.7 勤続35年 47.5 62.7 勤続35年 47.5 62.7 

最高根度額 60.0 62.7 最高限度額 60.0 62.7 最高眼度額 60.0 62.7 

手 その他σ~) 特例給料月額制度加算措置 特例給料月額制度 加算措置 加算措置 特例俸給月額制度

退職時)原則 1号俸
当 特別昇給 原則 l号俸 特別昇給 特別昇給 原則|号俸

平均支給額 1 ， 90 1 20，315 
」一一一

8.昇給期間短縮の状況

区 介 合計
一般技能

行政職 労務職

職員数(A)
人 人 人

814 631 183 

62 
普通昇給期間

( 12-24月)を 人 人 人
重手 短縮して昇給 26 14 12 

した職員数

(B) 
度

比 率 % % % 
(B )/( A) 3.2 2.2 6.6 

'---

:@ 退職手当|人当たり平均支給額は前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

99，869千円

109千円

84，735千円

92千円

(63年4月1日現在)! 

支給総額

職員|人当たり支給年額

支給総額

職員|人当たり支額年額

時間外勤務手当

区介 内 合円与、 自の制度との異同

扶養
配偶者 15，000円

手当
配偶者以外の扶養親族 2人までそれぞれ4，500円 同

その他の扶養親族!人につき 1，000円

借家・ 11，000円以上20，500円以下のもの

家賃から 11，000円を控除した額

住居 .20，500円を超えるもの

手 当
家賃から20，500円を控除した額の 2分の 同

1の額lこ9，500円を加えた額

(限度額 18，000円)

持家・ 1，000円

交通機関・ 21，000円までは全額 交通機関
利用者・ 21，000円を超えるもの 利用者

固と同じ

21，000円に21，000円を超えた額の 2
通勤 分の lの額を加えた額 交通同用具・ 2km-5kmの者

手当 (限度額 26，000円)
里 利者 2，000円

交通用具・ 2kmを超えた距離1km毎に 280円を
.5km-IOkmの者

利 用 者 3，300円に加えた額 3，800円

限度額 6，380円) -その他 5，000円

私
の
ま
ち

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
を
募
集

【6】

ま
ち
づ
く
り
月
間
実
行
委
員
会
で

ハ
は
、
毎
年
六
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ま

川
ち
づ
く
り
月
間
運
動
」
の
一
環
と
し

川
て
、
「
第
六
回
私
の
ま
ち
写
真

コ
ン

川
テ
ス
ト
」
の
作
品
を
次
に
よ
り
募
集

い
し
て
い
ま
す
。

マ
サ
イ
ズ
白
黒
、
カ
ラ

l
プ
リ

川
ン
ト
(ス
ラ
イ
ド
、
組
写
真
を
除
く
)

〉
で
サ
ー
ビ
ス
判
以
上
か
ら
四
ツ
切
ま

川
で
マ
応
募
上
の
注
意
①
一
人
何

一
点
で
も
可
②
未
発
表
の
作
品
に
限
り

川
ま
す
③
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
④
作

川
品
の
裏
に
、
題
名
、
撮
影
場
所
(
田

川
内
)
、
撮
影
年
月
日
、
作
品
の
意
図
(必

川
要
な
場
合
)、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

川
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
(
学
生
は

川
学
校
名
・
学
年
)
、
応
募
部
門
(
一
般

の
部
、
学
生
の
部
|
高
校
生
以
下
)

〈
を
記
入
⑤
入
賞
作
品
の
版
権
、
著
作

い
権
は
ま
ち
づ
く
り
月
間
実
行
委
員
会

~
に
帰
属
し
ま
す
マ
締
め
切
り
十

川
二
月
末
日
(
当
日
消
印
有
効
)
マ
送

〉

付

先

干

1
1
3

東
京
都
文
京
区

川
本
郷
二
|
十
七

l
一
三
広
和
レ

ジ

川
デ
ン
ス
同
日
本
交
通
計
画
協
会
内

〉
第
六
回
「
私
の
ま
ち
写
真

コ
ン
.
テ
ス

川
ト
」
事
務
局

(
8
0
3
・
8
1
6
・

川

1
7
9
1
)
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1.人件費の状況 (普通会計決算)

よ田市職員の給与等の状況を次のとおり

お知らせします。

2.職員給与費の状況(一般会計予算)

住民基本
歳出 額 人件費 人件費率 61年度の

区分 台帳人口 実質収支

(年度末)
A 8 (B/A) 人件費率

(63.3.31 ) 

62年度 人 千円 千円 千円 % % 
117，515 23，778，574 484，332 5，296，935 22.3 23.2 

③ 人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。 ③ 1.職員手当には退職手当を含みません。

2.給与費は当初予算に計上された額です。

3.職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(63年4月1日現在)

一 般 17 政 職 技 育E 労 務 職
区分

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

上岡市
円 円 歳 円 円 歳

248，791 276，134 39.06 216，815 237，782 39.09 

長野県
円 円 歳 円 円 歳

252，181 288，373 38.06 249，946 282，084 44.01 

|人当た門

給 与 費
(B/ A) 

5.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
4.職員の初任給の状況 (63年4月1日現在) (63年4月1日現在)

上田 市 長 野 県 国
区 介

決定初任出合 決定初任給 決定初任給

大学卒
円 円 117，900円

一 般 123，600 123，600 -137，400 

行政職
高校卒

円 円 円

102，700 102，700 99，500 

区 ヲト
経験 年 数 経験 年 数 経験 年未数満
7年以上10年未満 10年以上15年未満 15年以上20年

一般
大学卒 192，077円 220，063円 270，045円

行政職
高校卒 154，709円 188，369円 229，509門

技能
高校卒 141，713円 173，357円 208，023円

労務職

6.一般行政職の級別職員数の状況 (63年4月1日現在)

国 σコ 級 |級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9級 10級 11級 計

級 1級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9級 10 級

比較的高度 高度の知識 特に高度の 1.課長衛佐 1.課長

主 事 の知識経験 経験を必要 知識経験を
係 長

2複雑包難 2複雑困難 複雑困難な 複雑菌難な

上 標準的な職務内容
を必要とす とする業務 必要とする な業務を な業務を 業務を行う

部長
業務を行う

技 師 る業務を行 を行う主事 業務を行う
主査

イ7つ 付ヲ 課長 部長
う主宰・技 -技師 主事技師 係長・ 主 課長補佐
師 査

田
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

職 員 数
12 25 182 110 123 98 55 14 6 6 631 

構 成 上ヒ % % % % % % % % % % % % 
市 1.9 4.0 28.8 17.4 19.5 15.5 8.7 2.2 1.0 1.0 100 

1 ;年前の構成比 % % % % % % % % % % % % 
ゑ者Y長 2 5 30 18 18 14 9 2 100 

考 5年前の構成比 % % % % % % % % % % % % 
2 11 33 30 22 2 100 

③ 1.上田市の給与条例に基づ く給料表の級別の職員数です。 2.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

"，''''‘・，..，IIth・・・・・・・h.・・'''1，，，・，，11・，..，1""，・-・‘''''¥0.，.''''・..，....，，，.，....，....1".，¥0..1.'.'10.，1.，'.1，....'.11，，，1"'1"・・"111，， .，1''''，・.，1'''1"，・・・"，‘"・・・・・'10.，1'"・，，，，""1，..・""‘h・・・"，‘h・，1'"‘10，'"・・・‘..，.'"1，，，，11''1，..，1'''‘1.."'"‘¥..'・'''11..'・H‘・，...1・・・'h・.1'''1，，，・・H・，..，，1"・H・・.1'''1"・・1'"・・・，，1'''1，..・1''''¥...1''''，・・，""1，，，，11"1

上
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

と
上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

市
民

一
人
ひ
と
り
が
政
治
や
選
挙
に

関
心
を
持
ち
、
常
に
明
る
く
き
れ

い

な
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
と
い
う

主
旨
で
「
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
」

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
ご
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
次
の

と
お
り
入
選
作
品
五

点
が
決
定
し
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

マ
き
れ
い
な
選
挙
明
る
い
未
来

成
沢
仁
子
(
諏
訪
部
)

マ
子
に
孫
に
伝
え
て
い
き
た
い

明
る
い
選
挙

成
沢
秀
敏
(
諏
訪
部
)

マ

一

票

を

活

か

し

て

築

こ

う

明

る
い
暮
ら
し

マ

良

い

人

を

選

ん

で

良

い

国

良

い
政
治
以
上

l
真
島
平
一
(
踏
入
)

マ

こ

の

票

へ

み

ん

な

が

託

す

良

俗

い

社

会

竹

内

哲
子
(
新
田

)

7
.

d
v

，
 

な
お
、
以
上
の
入
選
作
品
に
つ
い

似

て
は
、
今
後
明
る
い
選
挙
推
進
の
た

万

め
、
積
極
的
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
え

き
ま
す
。

按

・
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

広

事
務
局
(
内
線

1
6
7
2
)

}ア

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

入
選
作
口
凹
が
決
定



ねらいを定めて

中央公民館など主催の第 1回「高齢者スポ

ーツ大会」が10月25日、市民の森公園一帯てい

行われました。約230人のお年寄りは、卓球、

ノマターゴルフ、ペタンク(=写真)など 5種

目に挑戦。みんな高原の秋を満喫しました。みんな仲よし
11月 4日、川辺保育園で 「やきいも大会」が

ありました。 92人の園児たちは、たき火の周り

に集まり、焼きたてのさつまいもをおいしそう

に口にほおばっていました。

上田地方は10月29日から30日にかけ、平年よ

り1か月も早い初雪が降り、上田気象連絡所(昭

和32年開設)の観測史上、もっとも早い初雪と

なりました。特に、豊殿の一部では20cmを超え

る積雪に。このため、豊殿・神科ではぶどう、

りんごを中心に被害を受け、被害額は9，770万円

にのぼっています。(写真=10月30日、山口で)

10月に初雪びっくり

川
次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

伽
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
マ
石
坂
土
地
建
物
働
様
十
万
円

川
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

伽
マ
高
橋
あ
さ
子
様
(
保
野
)

七

千

叩
五
百
円
報
恩
寮
施
設
整
備
費
に

川
マ
西
沢
平
吉
様

(
桜
台
)
二
千
四
百

仙
十
八
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と

制
し
て

川
マ
浅
井
益
香
寿
犠

(北
天
神
町
)

蜘
二
万
五
千
六
百
九
十
一
円
社
会
福

州
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

川
マ
新
沢
桂
巌
様
(
富
士
見
台
)
書

川
籍
三
十
三
冊
神
科
小
学
校
へ

川
マ
東
京
電
力
側
千
曲
川
電
力
所
様

伽
点
字
図
書
四
十
四
冊
点
字
図
書
館

へ
川

マ

置

名

五

万

円

市

育

英

会

へ

伽

マ

匿

名

十

五

万

円

市

育

英

会

へ

州
マ
ア
ル
プ
ス
証
券
掛
様
長
期
国
債

川
フ
ァ
ン
ド

(
三
百
万
円
相
当
)

市

仙
育
英
会
へ

一
一
家
族
で
話
し
合
お
う

に
聖一

交

通

安

全

…
習
慣
に
し
よ
う
シ

l
ト
ベ
ル
ト

【8】広按うえti'63.11. 16 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
、
昭
和
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患 差クれるをかい用多か着は よ九
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総 ¥入はい さら用ま見、がち
gE 5ヵな ずな方し受ま義ろす道。チい にい法よけだ務んべ堕
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母 >
ショッピングセンター

完成前の松尾町通り

「東山道サミット」

約 1，300年前に建設された東山道。この

"ilの道、に関係する滋賀県、宮城県など

沿線 7県の合同研究を深めようと、「東山道

サミット」が10月22・23日の両日、研究者

ら約200人が参加して聞かれました。22日は

市文化センター(=写真)で研究発表、シン

ポジウムが行われ、 23日は信濃国分寺跡、

東 山道跡を視察しました。

幻の道

一明

企
当
時
国
道
一
八
号
だ
っ
た
松
尾

町
、
原
町
通
り

‘
道
幅
も
ニ
倍
の
一
八
メ
ー
ト
ル

に
拡
幅
さ
れ
た
現
在

まさに芸術の秋

上田創造館写生会が10月30日、同館横の

長池公園一帯で行われました。保育園児か

らお年寄りまで36人が参加して、紅葉の始

まった秋の風景を描きました。なお、当日

の作品は来年の 1月から 2月にかけ、同館

美術館に展示します。

提供者

荻野三代治さん
(76歳・松尾町〉

近
代
的
な
ビ
ル
に
変
身

昭
和
三
十
五
年
十
一
月
、
松
尾
町

中
心
街
に
「
上
田
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

個
人
商
庖
(
五
庖
)
を
共
同
居
舗
化

し
た
こ
の
ビ
ル
は
、
建
設
省
の
防
災

街
区
指
定
の
県
下
第
一
号
。
写
真
は

完
成
前
の
松
尾
町
通
り
で
す
。
ち
ょ

う
ど
こ
の
年
の
六
月
に
は
、
上
回
|

菅
平
、
上
田
|
草
津
聞
の
国
鉄
パ
ス

が
直
通
、
商
庖
街
を
に
ぎ
や
か
し
て

い
ま
し
た
(
右
の
横
断
幕
)。

当
時
は
、
個
人
の
自
動
車
も
ま
ば

ら
で
、
専
ら
自
転
車
が
幅
を
き
か
せ

て
い
た
時
代
で
し
た
。
そ
し
て
、
近

代
的
な
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

出
現
に
よ
っ
て
、
県
内
外
に
大
旋
風

を
巻
き
起
こ
し
、
見
学
者
が
お
お
ぜ

い
訪
れ
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
連
日
超
満
員
の
客
で
、
各
庖
主

の
顔
に
は
、
今
ま
で
の
苦
労
も
い

っ

ぺ
ん
に
吹
き
飛
び
、
明
る
い
笑
い
が

満
ち
て
い
ま
し
た
。

-
昔
の
写
真
を
募
集

秘
書
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広報うえだ 63.11.16 【9]



市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

市

職

員

を

募

集

H
消
防
職
・
助
産
婦
H

〈
職
種
〉

消
防
職
、
助
産
婦

〈
資
格
〉

マ
消
防
職
(
高
卒
程
度

)
1昭
和
三

十
九
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人マ
助
産
婦

l
昭
和
三
十
四
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
、
助
産
婦
の
免
許

を
有
す
る
人
(
昭
和
六
十
四
年
四
月

末
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
)
で
、
市
内
の
病
院
・
診
療
所
な

ど
に
勤
務
し
て
い
な
い
人
。

た
だ
し
、
い
ず
れ
の
職
種
も
昭
和

六
十
三
年
四
月
一
日
現
在
、
上
田
市

民
で
あ
る
人
、
ま
た
は
一
時
他
市
町

村
に
居
住
し
て
い
る
が
家
族
は
上
田

市
民
で
あ
る
人

〈
試
験
日
ま
た
は
選
考
日
・
科
目
〉

十
二
月
二
十
日

ω

マ
消
防
職
(
高
卒
程
度

)
1教
養
試

ド
験
・
面
接
・
作
文
・
体
力
検
査

マ
助
産
婦

1
面
接
・
作
文
・
体
力
検

査
〈
人
員
〉

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

〈
必
要
書
類
〉

O
申
込
書
(
市
役
所
総
務
課
に
あ
り

ま
す
)

O
履
歴
書
(
総
務
課
に
あ
る
も
の
を

使
用
し
、
高
校
在
学
者
に
つ
い
て
は
、

統
一
応
募
書
類
を
使
用
)

O
健
康
診
断
書
(
公
立
医
療
機
関
で

受
診
し
た
も
の
)

O

六
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒

(
合
否
連
絡
用
、
あ
て
名
を
記
入
)

O
助
産
婦
の
免
許
証
の
写
し
ま
た
は

助
産
婦
課
程
の
終
了
(
卒
業
)
見
込

証
明
書
(
助
産
婦
の
み
)

〈
申
込
先
・
期
間
〉

十
一
月
二
十
一
日
間
か
ら
十
二
月

十
六
日
悩
ま
で
に
、
市
役
所
三
階
総

務
課
職
員
係
(
内
線

1
2
0
2
)

へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主主
岩情

報

j肖ゲ
開費三
催生ぱ
し活い
ま展
すを

市
と
県
の
共
催
で
、
「
上
田
市
消
費

生
活
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
「
本
当
の

豊
か
き
を
求
め
て
」
の
テ
ー
マ
で
、

消
費
団
体
、
生
活
協
同
組
合
、
企
業

団
体
が
出
展
し
ま
す
。
知
っ
て
お
き

た
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
情
報
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

マ
と
き
十
一
月
二
十
六
日
出
、

二
十
七
日
間
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら

午

後

四

時

マ

と

こ

ろ

第

一

会

場

l
中
央
公
民
館
、
第
二
会
場
H
H
働

く
婦
人
の
家
、
第
三
会
場

l
上
田
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内
線

1
3
9
0
)

i "..，.， 

な主
ん業

にでま
主も皆

面翌 i
か腎な
けPど

を

上
回
商
工
会
議
所
で
は
、
第
四
回

「
な
ん
で
も
相
談
日
」
を
開
催
し
ま

す
。
経
営
者
の
抱
え
て
い
る
悩
み
ご

と
な
ど
を
専
門
相
談
員
が
あ
た
り
ま

はト電象百デ人曲上時 ンド ?ーー一ーで上産小談記法マ田時 般 l苦す
十係話 円|が名田かマパをプ| ク上|田鑑企担、律相商かマのを情。

五亙 Z 裏マ LZFg ぇ ;f 喜 ~I リ:1空室喜喜寄与誇芸主 SZT¥2
二⑧田生定どタリ館時 デしタ|星ス、止|会な断 、務容議後 も に 住 は

I 122員マ 2AZ手主 J531空マ司書ど±主主主経空思主主存七日
(日) 1 館 百 入 12ネ分月クらム|コス I;!マ司士取金営五 月軽ま建職
?1星マ二場ス.タ 十 )24で|ン |⑫間法、引、診階マーにし物」

三二三号喜料二ィ J;25)t暴号 lサ I ~与雪量 Z 語断 T EAf Z L c 
す。ン方 ーバ了ムニ午ま鑑ス I1 ， I oゎ、士 産金ルろ午ぞでコら
。 受サ法マ人 1 -， ろ後す費ラ|ト I oせ不、マ、融) 前。、 l し
付| 対三ス恋マ 七。コイ I' 動中相登、 上十 一ナの

-12月の相談日一一
①農地問題相談 じ>とき…12月 1日体)午前 8時

30分から午後 5時 bところ…農業委員会

②日常生活上の法律相談(予約制) [>とき…

12月 9日幽・ 23日俗いずれも午後 1時30分か

ら 3時30分 [>ところ・・・本庁舎 3階 b予約

先…生活環境課(内線1388)

③土地・建物の法律相談 じ>とき・・・12月 8日同

午後 1時から 4時 じ〉ところ…西庁舎 2階

今月の納税

【10】

第 5期

-収税課(内線1304)

広報うえだ 63.竹. 16 

納期限は11月30日(ポで‘す

よろしくお願いします

国民健康保険税



人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

十
二
月
四
日
制
か
ら
十
日
出
ま
で

は
、
第
四
十
回
「
人
権
週
間
」
で
す
。

上
回
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
長
野

地
方
法
務
局
上
田
支
局
で
は
、
人
権

週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
次
の
と

お
り
市
内
各
地
で
人
権
相
談
所
を
聞

き
ま
す
。

家
庭
問
題
、
近
隣
関
係
、
借
地
借

家
、
同
和
問
題
、
公
害
問
題
、
ま
た

児
童
・
生
徒
の
「
い
じ
め
、
体
罰
」

の
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
か
た
は
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
長
野
地
方
法
務
局

上
田
支
局
包
⑧
2
0
0
1

人権相談所日程表

と き と ー ろ} 

市役所西庁舎(2階会議室)

12月6日(火) 転作促進研修センタ ー

(塩田公民館隣り)

)11 西 公 民 館
12月7日(水)

神 川地区公民館

寝第
かだユ
かき 問

えり
る老
家 人
族を
の
Z三

時間は各会場とも午前10時から午後 3時まで

今
回
は
、
医
師
に
よ
る
個
別
の
健

康
相
談
で
す
。
ま
た
、
家
庭
看
護
法

の
実
際

(実
技
)
も
あ
り
ま
す
。

マ
と
き
十
一
月
二
十
八
日
間
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分

マ
と
こ
ろ
市
保
健
セ

ン
タ
ー

(
南

庁
舎
二
階
)
マ
持
ち
物
ビ
ニ
ー
ル

ふ
ろ
し
き
、
パ
ス
タ
オ
ル
、
お
て
ふ

き
タ
オ
ル
(
以
上
各
一
枚
)。

服
装
は

運
動
の
し
や
す
い

ズ
ボ
ン
な
ど
で

マ
そ
の
他
当
日
、

介
護
す
る
人
が

い
な
い
場
合
、
こ
ち
ら
か
ら
婦
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
伺
い
ま
す
の
で
、
十

一
月
二
十
四
日
同
ま
で
に
保
健
予
防

課

(内
線

1
3
7
6
)
へ

「動

<ω
の
健
康
相
談
」

ご
利
用
く
だ
さ
い

変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
で
は
、

心
の
健
康
が
失
わ
れ
が
ち
で
す
。
夜

眠
れ
な

い
、
気
持
ち
が
沈
み
が
ち
で

あ
る
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
子
ど
も
の

落
ち
着
き
が
な
い
、
学
校
を
嫌
が
る

:
な
ど
で
お
悩
み
の
か
た
は
、
お
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

マ

と

き

十

二
月
二

日
幽
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分
マ
と

こ

ろ

塩

田

公

民

館

マ

そ

の

他

相
談
は
専
門
の
医
師
が
あ
た
り
ま
す

・
申
し
込
み
十
一
月
三
十
日
制
ま

で
に
保
健
予
防
課
(
内
線

1
3
7
6
)

ま
た
は
塩
田
支
所
(
包
⑧
3
0
0
0
)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
業
所
名
鑑
作
成
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

商
工
課
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
の

事
業
所
を
掲
載
し
た
「
事
業
所
名
鑑
」

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
相
互
間
の
紹
介
な
ど
に
便

宜
を
図
り
、
産
業
経
済
の
振
興
に
役

立
て
る
た
め
の
も
の
で
す
。
最
近
異

動
が
あ
り
、
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
事
業
所
は
、
次
の
項
目
に
つ
い
て

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

(電
話
で

け

つ
こ
う
で
す
)。

マ
項
目
名
称
、
代
表
者
、
所
在

地、

電
話
番
号
、
資
本
金
、
主
要
営

業
品
目
、
従
業
員
数

・
連
絡
先
商
工
課

(内
線

1
4
0

3
)
 

¥、ー'

上
級
防
火
管
理
者

講
習
会
を
開
催

マ
と
き
十
一
月
二
十
九
日

ω午
~

後

一

時

三

十

分

マ

と

こ

ろ

市

民

〈

会
館

(
二
階
会
議
室
)
マ
対
象
防
…

火
管
理
者
資
格
取
得
後
ま
た
は
上
級
~

防
火
管
理
者
講
習
会
受
講
後
五
年
経
一

過
し
て
い
る
資
格
者
マ
受
講
料

無

料

マ

申

し

込

み

上

小

広

域

消

~

防
本
部
予
防
課
包
⑫
2
5
0
1
内
線
川

q
L
1
i
司

d

h

圃
市
の
指
定
金
融
機
関
と

し

て

一

園
八
十
二
銀
行
三
好
町
支
庖

一

園
川
西
出
張
所
を
追
加

一

十
一
月
二
十
四
日
同
か
ら
同
出
張
一

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
市
の
指
定
金
山

融
機
関
と
し
て
、
公
金
を
取
り
扱
い
〈

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
八
十
二
銀
行
三
好
町
支
居
川
西
出
川

張
所

(
小
泉
七
六
九
l
三
、
包
⑧
8

〈

2
8
2
)
 

同
組

3

・Z聞日
間
同
組
眠
幽

E臨
調
曹
、

川'
 

時
守
一
u

理
者
の

d
墾

皆
き
ん
、
刈
り
取
り

j
f
、
¥
〉

ま
し
ょ
う
。

不
用
品
登
録
情
報

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
ベ
ビ

l
ベ
ッ
ド

無

料

マ
子
ど
も
用
組
布
団
二
千
円

マ
安
全
靴
(
二
四
・
五
日
ン
)
二
千
円

マ
長
靴
(
二
七
日
ン)
五
百
円

マ
ジ
ュ
ー
サ
ー
ミ

キ

サ

ー

千

円

マ
都
市
ガ
ス
用
レ
ン
ジ
無
料

マ
都
市
ガ
ス
用
瞬
間
湯
沸
器
無
料

マ
都
市
ガ
ス
用
オ
ー
ブ

ン

無

料

マ
プ
ロ
パ
ン
用
ガ
ス
レ
ン
ジ
無
料

マ
バ
イ
ク

(ω
∞

)

一

万

円

マ
食
堂
テ
ー
ブ
ル
無
料

マ

歩

行

器

千

円

マ
お
ぶ
い
か
ご
二
千
円

マ
体
重
計
二
千
円

-
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
げ
た
箱

マ
子
ど
も
服
マ
電
気
オ
ル
ガ
ン

マ
電
気
オ
ー
ブ

ン

マ

物

置

マ
テ
レ
ビ

(
凶

l
mイ
ン
チ
)

マ
都
市
ガ
ス
用
ス
ト
ー
ブ

マ
プ
ロ
パ
ン
用
ス
ト
ー
ブ

マ
プ
ロ
パ
ン
用
瞬
間
湯
沸
器

マ
ふ
ろ
一
式
(
都
市
ガ
ス
、
プ
ロ
パ

ン
)
マ
婦
人
用
自
転
車

マ
ぶ
ら
下
が
り
健
康
器
マ
金
庫

マ
洋
服
た
ん
す
マ
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

(
内

線

1
3
9
0
)

可
E
a
a

a
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小児まひ予防

・ポリオ生ワクチンを投与 (2回目)

2回 目を別 表のとおり行います。該当する子ど

もさんは、お受 けください (詳しくは、 9月16日

付け広報をご覧 くださし、)。
ん

)木
や
匡
『
4
す

れ
下

富十

h
ψ
耳

i

立
里

争

〈
手
出

同

T
4
寸
J

拓人ちゃん

(御所)
関

ポリオ(小児まひ)予防接種目程表(秋期)

核種 目
ぷZLZ 場 名 対象地区

2 回

東部地区 (踏人 ・泉町 ・上常

田・中常国 ・下常
11 回・ 二|じ常国・常入・

TIi f示 健 セン タ 月
材木町)

南部地区 (北天神町・南天神
( di役)i)iN，jli1':-21;仔)

29 町 ・松尾IlIT'大手

町 泉半.11町匠町・
日 イド1H1・末広町)

(火; 塩尻地区(秋和・上塩尻・下塩尻)

JJI ill IIIj 会 館 川辺・泉田地区

三 好 11円 会館 11 城下地区

月
I孟回母子iぜJ.rkセンタ 25 塩田地区

川西社会制祉セ ンター
(針日

川西地区

中央地区 (;横川 原町 木町・

田町・北大手 ・均

野町 袋|町・馬場

町 ・丸堀町T)
北部地区 (上川 原初[1町 ・下川

12 原料[1町・ 愛治z町 ・

州lJU1・上鍛治町・

上 回 IIJ }( 会 館 月
鍛冶町 上出山・

下17;:山 新田」二

紺屋町)
2 

西部地区 (下紺屋町 鎌原 ・

西脇新1111・諏訪
日 部 ・生坂 ・常磐町・

緑が丘 ・新屋 ・緑
(金) が丘北・緑カ、丘西・

城北)

神i川地 区公 民館 神)I[地区

上貯 が J王公民館 神科・豊殿地区

保健コーナー

-12月の乳幼児健康診査

受付時間 いずれも午後 1時 -2時。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル (4・10か月

児)、歯ブラシ (1歳 6か月児)。また 、 1歳 6か

月児と 3歳 児は、赤ちゃん手帳の中にある健康

診査票 を記入してお持ちください。

上田市保健センター(市役所南庁舎 2階)

健診 実施日 対 象 ~日U 

12月6日 63年 7月16日-7月31日生
4か月児

12月20日 63年 8月 1日-8月15日生

12月 1日 63年 1月16日-1月31日生
10か 月児

12月22日 63年 2月 1日-2月15日生

12月7日 62年 5月16日-5月31日生
1歳6か月児

12月21日 62年 6月 1日-6月15日生

12月2日 間 1月 1日 ~ 旧 日 生 [
3 歳 ノ|日い

12月16日 60年11月16日-11月30日生

塩田母子健康センター(塩田地区)

63年 7月16日-8月15日生

63年 1月16日-2月15日生

60年10月1日-11月30日生

川西社会福祉センター(川西地区)

※ |回目 と 2回 目の間隔は、

Tごさ L、。

※駐車場が狭いので、車での来庁はなるべくご遠

慮ください。

6週間以上 あけてく
4か月児

63年 7月16日-8月15日生

10か月児 12月14日 63年 1月16日-2月15日生

1歳6か月児 62年 5月16日-6月15日生

3 歳 児 12月9日 60年 6月 1日-11月30日生
'-----

【12】

①暴力団を恐れない。

②暴力団を利用しない。

③暴力団に金を出きない。

(上田市暴力追放会議)

広報うえだ 63.11.16 

ト
イ
レ
の
「
く
み
取
り
」

年
末
年
始
は

休
業
し
ま
す

年
末
年
始
の
く
み
取
り
業
務

は
、
左
記
の
と
お
り
休
業
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
十
二
月
は
混
み
合
い
、
ご

希
望
の
日
に
く
み
取
り
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
済
ま
さ
れ
る
よ
う
、
業

者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
ロ
月
初
日
樹

1
1
月
3
日
側

休
業
し
ま
す

な
お
、

ロ
月

m日
附
は
午
前

の
み
行
い
ま
す
。
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せ
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域
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境
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設
組
合
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浄
閤
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つ
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